
表紙／山中漆器祭（加賀市）

2015
春季号

北陸新幹線金沢開業
金沢駅を徹底解剖

星稜高校サッカー部

特集

輝け！ 石川の星



県政の歴史に新たな1ページを刻む北陸新幹線が、3月14日に金沢

まで開業しました。金沢駅では、新幹線などを利用して訪れるたく

さんの方々を迎えるため、コンコースや観光案内所などがリニュー

アル。また、新幹線車両の整備などにあたる白山総合車両所（白山

市）も本格的に稼働を始めています。新幹線時代到来でにぎわう金

沢駅と、安全運行に欠かせない白山総合車両所。注目スポットの誌

上ツアーをお楽しみください。

　金沢駅構内の新幹線改札口の正面に位置す
る観光案内所がリニューアル。面積は改築前の
２倍強となる約760㎡に広がり、伝統と新しさが
融合した洗練された空間へと生まれ変わりまし
た。観光案内所の「観光案内」「観光情報」「催
事・展示」の3コーナーを紹介します。

 「伝統と新しさが融合した
 洗練された 『和の美』」を
コンセプトにリニューアル

　

内
装
に
能
登
ヒ
バ
や
和
紙
な

ど
を
使
用
し
、
石
川
ら
し
さ
を

演
出
し
た
観
光
案
内
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
窓
口
の
ス
タ
ッ
フ
を
増
員

し
、サ
ー
ビ
ス
内
容
も
充
実
し
ま

す
。
当
日
の
宿
泊
予
約
の
受
け

付
け
や
、
手
ぶ
ら
で
観
光
を
楽

し
め
る
よ
う
宿
泊
先
へ
の
手
荷

物
の
配
送
な
ど
、利
用
者
の
ニ
ー

ズ
の
高
い
要
望
に
き
め
細
か
く

応
え
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
着

地
型
旅
行
商
品
※
も
販
売
し
ま

す
。

※
着
地
型
旅
行
商
品
‥
‥
旅
行
先

で
購
入
す
る
旅
行
商
品
。地
元
な
ら

で
は
の
穴
場
や
体
験
な
ど
も
楽
し

む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

観
光
案
内コー

ナ
ー

新幹線金沢開業
徹底解剖

ひゃくまんさん&
お仕え人 茂

も て ぎ
木久美子さん1 観光案内所

白山総合車両所も

軒先をイメージ

能登ヒバを活用

Contents 目次
2015 春季号

 特集

 北陸新幹線金沢開業
  金沢駅を徹底解剖 ……… 2
 
 知事の窓 ……………………… 7
 
 ほほえみ  石川のボランティア
 やたごう健全パトロール隊
   （七尾市） ………………………… 7
 
 魅力たっぷり
 「県立歴史博物館」へ
 行こう！ ……………………… 8
 
 第66回全国植樹祭 ………10
 
 放送開始
 連続テレビ小説「まれ」 …12
  
 輝け！石川の星
 星稜高校サッカー部
  （金沢市） …………………………14
 
 北陸新幹線開業記念
 ラ・フォル・ジュルネ
 金沢2015 ……………………15
 
 4／29（水・祝）
  観光列車「のと里山里海号」
  運行スタート …………………16

■シリーズ  

県産品のある風景

山中漆器祭（加賀市）

表紙について

ゴールデンウイーク期間中の5月3、4日、
加賀市山中温泉中心部の「山中座 菊の湯
ラウンジ」周辺で、山中漆器祭が開かれ
ます。茶道具や汁椀など、さまざまな山
中漆器を産地直売ならではのお値段で購
入でき、待望の北陸新幹線が開業した今
年は、例年以上のにぎわいが期待されま
す。さらに、新幹線の運行に合わせ、金
沢駅だけでなく、県立歴史博物館がリニ
ューアル。ほかにも、「まれ」の放送が始
まり、5月には全国植樹祭が予定されて
います。楽しみいっぱいのふるさと石川
県。華やかに新時代の幕が上がりました。

表紙イラスト制作／丸口洋平（金沢市出身）
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県
内
各
地
の
観
光
や
イ

ベ
ン
ト
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
を
エ

リ
ア
別
に
配
架
し
て
い
ま

す
。そ
の
ほ
か
、富
山
、福

井
、岐
阜
、長
野
な
ど
広
域

観
光
に
必
要
な
情
報
も
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

催
事
・
展
示
コ
ー
ナ
ー

で
は
、県
内
各
市
町
の
祭

り
や
イ
ベ
ン
ト
を
Ｐ
Ｒ

す
る
催
事
や
伝
統
的
工

芸
品
・
ク
ラ
フ
ト
製
品
な

ど
の
多
彩
な
展
示
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　北陸新幹線開業後のゴールデンウイー

クに、金沢城公園で「いしかわ百万石・金

沢祭り」を開催。3、4日の本祭では、伝統

芸能などのステージイベント、食や伝統

工芸ブース、能登キリコ・飯田燈
と

籠
ろ

山
やま

の展

示などのほか、夜には菱
ひし

櫓
やぐら

・五
ご

十
じっ

間
けん

長
なが

屋
や

・

橋
はし

爪
づめ

門
もん

続
つづき

櫓
やぐら

に投影する全国最大規模の

プロジェクションマッピングを実施しま

す。また、期間中は玉泉院丸庭園など金

沢城と兼六園のライトアップも行ってい

ます。

　さらに、加賀や能登地域においても5

月末まで開業イベントを開催し、ご来県

の皆さまに県内を巡っていただきたいと

考えています。

北陸 
金沢駅を 

観
光
情
報

コ
ー
ナ
ー

催
事
・
展
示

コ
ー
ナ
ー

金沢駅

いしかわ
百万石
金沢祭り

3



加賀象
ぞうがん

嵌

新
幹
線
１
階
改
札
口

　

改
札
口
を
明
る
く
照
ら
す
の
は
光
の

柱
。や
わ
ら
か
な
白
い
光
が
温
か
な
雰
囲

気
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ
の
光

の
柱
に
は
、

特
殊
な
技
法

で
立
体
的
に

す
い
た
和
紙

を
ガ
ラ
ス
で

挟
み
込
ん
だ

も
の
が
使
わ

れ
て
い
ま

す
。

中
2
階
・ホ
ー
ム
階

待
合
室（
百
工
の
間
）

　

通
路
を
歩
い
て
い

る
間
も
石
川
の
伝
統

美
に
触
れ
ら
れ
ま
す
。

中
2
階
の
正
面
の
壁

に
は
、
加
賀
友
禅
と

二ふ
た
ま
た俣

和
紙
が
飾
ら
れ

て
い
ま
す
。
向
か
っ
て
左
側
の
友
禅
に
は

兼
六
園
の
花
鳥
風
月
、
右
側
の
友
禅
に
は

ア
ケ
ビ
を
題
材
に
描
い
た
四
季
の
移
ろ
い

が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

新
幹
線
の
発
着
を
待
つ
間
も
県

内
各
種
の
伝
統
的
工
芸
品
が
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
中
２
階
・
ホ
ー
ム

階
の
待
合
室（
百ひ

ゃ
っ
こ
う工

の
間
）で
は
、壁

面
に
開
け
ら
れ
た
丸
い
穴
の
中
に

九
谷
焼
や
輪
島
塗
な
ど
、石
川
県
の

伝
統
的
工
芸
品
30
品
目
２
３
６
点

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
壁
の
木

材
に
は
能
登
ヒ
バ
が
用
い
ら
れ
、木

の
ぬ
く
も
り

に
あ
ふ
れ
て

い
ま
す
。

　北陸新幹線と同じく3月14日に、金沢駅―倶利伽羅駅
間を経営するIRいしかわ鉄道も開業しました。金沢駅
コンコースのお客さまカウンターでは、定期券や企画き
っぷの販売などのほか、運転状況の案内や沿線情報の提
供などもしています。IRいしかわ鉄道は、県民の皆さま
の身近な鉄道です。沿線の観
光情報や各方面へのアクセ
スなど、分からないことがあ
れば何でも気軽にお尋ねく
ださい。

切符の販売だけでなく
沿線情報も発信！
IRいしかわ鉄道
山口詩織さん

金沢箔や加賀友禅など
 “本物”の魅力でお出迎え

　

新
幹
線
が
行
き
来
す
る

ホ
ー
ム
階
の
60
本
の
柱
に

は
、上
部
に
金
箔
国
内
シ
ェ

ア
の
約
99
％
を
誇
る
金
沢

箔
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。使

用
さ
れ
た
金
沢
箔
は
2
万

枚
以
上
。
石
川
県
の
玄
関

口
は
、き
ら
び
や
か
な
空
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
階

　新幹線が発着する新幹線金沢駅舎がお
目見えしました。屋根はもてなしドーム
と調和した優美な曲線を描き、大きなガ
ラスの外壁が開放的な印象を与える駅に
は、県内各地の伝統的工芸品がずらり。利
用者を“本物”の魅力でもてなします。

輪島塗

九谷焼

金沢駅副駅長 

川上信之さん

中
２
階
通
路

2 新幹線金沢駅舎

3 IRお客さまカウンター

4

　兼六園口（東口）と金沢港口（西口）をつなぐ金沢駅コ
ンコースもリニューアルされました。コンコースでは、県内
を代表する伝統的工芸品作家の作品を目にすることがで
き、歩いているだけでも楽しめるスペースとなっています。
　新しい駅コンコースを彩るのは、門型の柱12対24本
です。柱は、東口広場で印象的な景観をつくり出してい
る鼓門をイメージ。能登ヒバや和紙をあしらった柱の内
側には、県内の伝統的工芸品作家24人が手がけた大型
のプレートが設置されています。また、在来線改札近く
には、幅約8メートル、高さ約4メートルのスペースに文化
勲章受章者で芸術院会員の十代大

お お ひ

樋長左衛門さんが手
がけた陶壁が飾られています。

県内を代表する伝統的工芸品作家
25人の作品並ぶ

　金沢駅構内のお土産・飲食ゾーン「あんと」に昨年
7月、リニューアルオープンしました。店舗面積は約
4倍となり、商品ラインアップは大幅に増えました。
これまでは、金沢市内5つの蔵元だけでしたが、新店
では県内35蔵の地酒を提供しています。
　気軽に地酒を味わってもらえるよう、バーコーナ
ーも設置しました。地酒の自動販売機もあり、1杯
（40cc）100円からお楽しみいただけます。大吟醸

クラスも300円で味わ
うことができ、県外の方
はもちろん、地元の方に
も喜んでいただいてい
ます。

バーも併設した店内で
県内35蔵の地酒をぜひ
金沢地酒蔵店長　内藤律子さん

 陶 壁
種類 品目 制作者

陶磁器 大樋焼  十代大樋長左衛門
 （文化勲章受章者・芸術院会員）

 門型柱の伝統的工芸品
 （24点、幅約40センチ×高さ約1.5～2.2メートル）

種類 品目 制作者

陶磁器
九谷焼

三代浅蔵五十吉、武腰一憲、武腰 潤、武腰
敏昭（芸術院会員）、四代徳田八十吉、中田一
於、福島武山、山岸大成、吉田美統（人間国宝）

珠洲焼 中山達磨

漆器・木工

輪島塗 小森邦衞（人間国宝）、田崎昭一郎
前 史雄（人間国宝）、三谷吾一（芸術院会員）

山中漆器 川北良造（人間国宝）、中嶋虎男、水上 隆志

金沢漆器 清瀬一光、中野孝一（人間国宝）

木工芸 灰外達夫（人間国宝）

金工

加賀象嵌 加澤美照、中川 衛（人間国宝）
茶の湯 十四代宮﨑寒雉
銅鑼 三代魚住為楽（人間国宝）

（※敬称略、品目ごとに五十音順）

郷土の四季をモチーフにした大樋焼の
陶壁を設置

5

4 金沢地酒蔵

金沢駅コンコース
内側に伝統的工芸品

5



　

そ
の
日
の
運
転
を
終
え

た
新
幹
線
の
車
庫
に
な
り
、

9
編
成
（
1
編
成
12
両
）
ま

で
留
置
で
き
ま
す
。
雪
の

多
い
地
域
で
あ
る
た
め
、屋

根
を
設
置
し
て
あ
る
の
が

特
色
で
す
。ま
た
、
各
線
に

雪
が
積
も
ら
な
い
よ
う
、水

を
貯
め
て
溶
か
す
融
雪
装

置
を
取
り
付
け
て
い
ま
す
。

　

車
両
の
状
態
を
２
日
に
１
度

調
べ
る
仕
業
検
査
、30
日
に
１
度

（
も
し
く
は
走
行
距
離
３
万
キ
ロ

ご
と
）、
消
耗
品
の
交
換
や
車
軸

の
検
査
な
ど
を
行
う
交
番
検
査

を
実
施
。ま
た
、温
水
で
洗
浄
し

た
り
、全
般
的
な
検
査
の
た
め
に

台
車
を
取
り
外
し
た
り
で
き
る

車
線
も
備
え
て
い
ま
す
。

　

台
車
の
全
般
検
査
な

ど
を
行
い
ま
す
。
全
般

検
査
は
36
カ
月
も
し
く

は
走
行
距
離
１
２
０
万

キ
ロ
ご
と
に
細
か
く
検

査
を
行
う
も
の
で
す
。

仕
業
交
番
検
査
が
い
わ

ば
日
常
点
検
な
の
に
対
し
、
全
般
検
査

は
自
動
車
に
例
え
る
と
車
検
に
あ
た
り

ま
す
。

　

新
幹
線
の
軌
道
や
電
気

設
備
な
ど
の
検
査
を
行
う

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
電
気
・
軌
道

総
合
試
験
車
「
Ｅイ

ー

ス

ト

ａ
ｓ
ｔ 

ｉア
イ

」
が
入
り
ま
す
。定
期
的

に
総
合
試
験
車
を
運
行
し
、

路
線
の
安
全
の
確
保
に
努

め
て
い
ま
す
。

白山総合車両所
新幹線総合車両所
新幹線の安全はここで守ります
　白山市宮保町の白山総合車
両所は、国内4カ所目となる
新幹線総合車両所で、平成26
年4月に開所しました。面積約26万㎡
の車両所は、その日の運行を終えた車
両を次の運転に向けて留置したり、定
期的な検査・修繕をしたりするなど、安
全運行に不可欠な重要拠点です。

白山総合車両所
品質管理センター長
中西賢二さん

「East i」は安全運行の強い味方

上空から見た白山総合車両所の全景。手前が福井方面、奥が金沢方面

国内
4カ所目

2

1

3

4

1

2

4

3

仕
業
交
番
検
査
庫

台
車
検
修
場

総
合
試
験
車
庫

着
発
収
容
線
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新
幹
線
開
業
を
石
川
の

未
来
の〝
か
が
や
き
〞に

　

北
陸
人
に
と
っ
て
半
世
紀
も
の
悲
願
だ
っ
た
新
幹
線
が
い
よ
い
よ
開
業
し
ま
し
た
。

首
都
圏
だ
け
で
な
く
、
全
国
や
海
外
か
ら
も
連
日
、
多
く
の
観
光
客
や
ビ
ジ
ネ
ス
客
を
お

迎
え
し
て
い
ま
す
。そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
う
れ
し
く
見
な
が
ら
、
私
は
「
新
幹
線
効
果
を
単

に
乗
降
客
が
増
え
、
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
だ
け
に
し
な
い
ぞ
」と
兜か

ぶ
と

の
緒お

を
引
き
締
め
て
い

ま
す
。

　

今
か
ら
１
１
７
年
前
の
明
治
31
年
、北
陸
線
が
敦
賀
か
ら
延
伸
し
金
沢
駅
が
開
業
し
ま

し
た
。そ
こ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
、金
沢
市
内
に
電
灯
が
と
も
り
電
話
が
つ
な
が
る
な
ど
、

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
み
ま
し
た
。ま
た
、
伝
統
工
芸
品
を
は
じ
め
と
す
る
県
産
品
が
鉄
道

で
太
平
洋
側
に
運
ば
れ
て
輸
出
品
の
柱
と
な
り
、
石
川
県
の
産
業
を
発
展
さ
せ
る
一
方
、

県
内
の
温
泉
地
で
は
本
格
的
な
温
泉
観
光
が
産
声
を
上
げ
ま
し
た
。

　

新
し
い
レ
ー
ル
が
つ
な
が
る
こ
と
の
意
義
が
、こ
れ
で
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
が
、
私
は
北
陸
新
幹
線
を
企
業
誘
致
に
よ
る
活
力
や
雇
用
の
創
出
、
石
川
の
個
性
で

あ
る
多
彩
な
文
化
の
発
信
な
ど
に
生
か
し
、
世
界
が
注
目
す
る
地
域
づ
く
り
に
役
立
て

た
い
と
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、大
き
な
力
に
な
る
の
が
、石
川
の
誇
る〝
本
物
〞だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。匠
の

技
が
冴さ

え
る
伝
統
工
芸
、
季
節
を
彩
る
豊
か
な
食
や
祭
り
、
日
本
の
原
風
景
の
里
山
里

海
、日
本
情
緒
が
漂
う
景
観
や
文
化
、そ
し
て
、温
か
く
人
を
も
て
な
す
風
土
な
ど
な
ど
、

ど
れ
も
が
言
葉
や
人
種
の
壁
を
越
え
て
人
の
琴き

ん
せ
ん線
を
揺
ら
す
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

「
身
の
回
り
の
何
の
変
哲
も
な
い
も
の
に
、こ
ん
な
に
値
打
ち
が
あ
る
ん
だ
！
」。こ
れ
ま

で
気
づ
か
な
か
っ
た
価
値
に
、
北
陸
新
幹
線
で
や
っ
て
く
る
ゲ
ス
ト
が
気
づ
か
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。だ
か
ら
こ
そ
、私
た
ち
も
も
っ
と
石
川
の
本
物
に
触
れ
、自
信
を

持
っ
て
紹
介
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
る
い
未
来
へ
と
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ
こ
と
は
、今
を
生
き
る
私
た
ち
の
責
務
で
す
。新

幹
線
開
業
を
、石
川
の
未
来
の〝
か
が
や
き
〞の
ス
タ
ー
ト
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

smile 石川のボランティア　

や
た
ご
う
健
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
は
、
七

尾
市
矢
田
郷
地
区
の
住
民
30
人
で
結
成

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。
隊
員
は

朝
の
通
学
路
に
立
ち
、
地
区
内
に
あ
る
2

つ
の
小
学
校
に
通
う
児
童
や
中
学
生
・
高

校
生
に
あ
い
さ
つ
運
動
を
実
施
。
放
課
後

に
小
学
6
年
生
と
通
学
路
の
ご
み
拾
い
や
、

青
色
回
転
灯
を
付
け
た
車
で
地
域
内
を
巡

回
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

身
近
な
緊
急
避
難
場
所
と
な
る
「
子
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
と
な
っ
て
い
る
住
民
と

も
連
携
。パ
ト
ロ
ー
ル
隊
で
は
、防
犯
情
報

の
共
有
や
５
年
以
上
務
め
た
方
へ
の
感
謝

状
の
贈
呈
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
き
っ
か
け
に
住
民
の
防
犯
意

識
は
高
ま
り
、
地
区
内
の
犯
罪
件
数
は
10

年
前
に
比
べ
て
10
分
の
1
近
く
ま
で
減
る

な
ど
、
大
き
な
効
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
か
ら
届
く
感
謝
の
手
紙
が

や
り
が
い
で
す
よ
」
と
、
笑
顔
を
見
せ
る

川か
わ
ぶ
ち淵
正
た
だ
し

隊
長
。
地
域
と
協
力
し
な
が
ら

安
全
な
町
づ
く
り
に
力
を
注
ぐ
考
え
を
一

層
、強
く
し
て
い
ま
す
。

あ
い
さ
つ
運
動
と
巡
回
で

地
域
の
防
犯
意
識
が
向
上

児
童
か
ら
は
感
謝
の
手
紙

やたごう健全
パトロール隊

ごみ拾いを通して地域への愛着も深まっています

交通安全教室
に協力するな
ど、マナーア
ップを目指し
た活動も進め
ています

●問い合わせ

やたごう健全パトロール隊
隊長 川淵 正
TEL 0767（53）2943

県内のボランティアに関する情報は 検索石川県社会福祉協議会ボランティアネット

ごみ拾ごみ拾いを通いを通して地して地域への域への愛着も愛着も深まっ深まっていまていますす

（七尾市）
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さ
ま
ざ
ま
な
文
化
施
設
が
集
積
す
る
兼
六
園
周
辺
文
化
の
森
。
そ
の
中
核
施
設

で
あ
る
県
立
歴
史
博
物
館（
金
沢
市
）が
4
月
17
日（
金
）、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
展
示
内
容
を
一
新
し
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
・
文
化
を
、
今
ま
で

以
上
に
楽
し
く
学
べ
る
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

古
代
か
ら
現
代
ま
で

時
空
の
旅
を
楽
し
む

　

昭
和
61
（
１
９
８
６
）
年
の

開
館
以
来
、
県
民
の
皆
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
き
た
歴
史
博
物
館

は
、
約
２
年
間
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
整
備
を
終
え
、
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。
３
棟
か
ら
な
る
赤
レ

ン
ガ
建
物
の
歴
史
博
物
館
は
、

第
１
棟
が
展
示
ゾ
ー
ン
と
な
る

「
歴
史
発
見
館
」、
第
２
棟
が
無

料
の
フ
リ
ー
ゾ
ー
ン
と
な
る

「
交
流
体
験
館
」、第
３
棟
が
「
加

賀
本
多
博
物
館
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

歴
史
発
見
館
（
第
１
棟
）
で

は
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
映
像
や

ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
通
し
て
、
古

代
の
農
民
の
暮
ら
し
や
日
本
最

大
級
を
誇
っ
た
加
賀
藩
の
参
勤

交
代
、
高
度
経
済
成
長
期
の
昭

和
の
茶
の
間
な
ど
、
時
空
を
超

え
た
ふ
る
さ
と
紀
行
に
出
か
け

ら
れ
ま
す
。
ほ
か
に
も
、
か
つ

て
な
い
ス
ケ
ー
ル
の
ジ
オ
ラ

マ
と
美
し
い
映
像
で
兼
六
園
の

魅
力
と
歴
史
を
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
大
迫
力
の
映
像
と
音

響
に
よ
る
一
体
演
出
で
石
川
の

４
／
 １7（
金
）リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

▲さしかえ

▲赤レンガ建物（国の重要文化財）と、江戸時代に金沢城へつながっていた辰巳用水石管の記念造型

魅
力
た
っ
ぷ
り

魅
力
た
っ
ぷ
り

「
県
立
歴
史
博
物
館
」へ
行
こ
う
！

「
県
立
歴
史
博
物
館
」へ
行
こ
う
！

教科書などにもよく登場する大名行列図屏
びょうぶ

風
や行列人形、映像などにより、日本最大級の
加賀藩の参勤交代を紹介。前田家ゆかりの
品々も展示します。

前田家と大名行列

大型3面マルチスクリーンに、県内を代表する
祭礼を映し出します。映像や音、振動する床
を通して、現場にいるような臨場感を体感で
きます。

祭礼体感シアター

8

県立歴史博物館
金沢市出羽町3-1
TEL.076（262）3236
開館時間：午前9：00～午後5：00
　　　　（入館は午後4：30まで）
休  館  日：年末年始、展示替期間
入  館  料：一般300円、大学生240円、       
　　　　　高校生以下無料
　※フリーゾーンは無料
　※加賀本多博物館との2館共通券は
　　一般500円、大学生400円

　県民の皆さんに長年、親しまれて
きた県立歴史博物館がまもなく、リ
ニューアルオープンします。
　展示ゾーンとなる第１棟では、長さ
約90メートルの建物の特色を生かし、
考古から古代、中世、近代までの石

川の歩みに触れられます。一方、第２棟は無料で開放するフ
リーゾーンです。ユニークな「なりきりショット」や、しだれ桜
など周辺の四季を感じられる「ほっとサロン」などを気軽に
ご利用いただければと思います。
　石川県は、加賀百万石だけでなく、牓

ぼ う じ

示札
ふだ

など貴重な資
料が発見された古代、金沢の三文豪や鈴木大拙、西田幾多
郎などを輩出した近代と、とても歴史的な厚みのある地域
です。歴史博物館の展示を通して、県民の皆さんも知らな
かった発見がきっとあるはずです。
　また、江戸と金沢をテーマにした春の特別展に続き、夏
には北陸新幹線開業にちなんだ大鉄道展、秋には姉妹館
の韓国国立全州博物館と連携した特別展も企画していま
す。ぜひ、ご家族やお友達と新しくなった歴史博物館へお
越しください。

祭
り
を
体
感
で
き
る
シ
ア
タ
ー

も
大
き
な
見
ど
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
2
階
の
特
別
展
示
室
は
、

面
積
を
約
1
・
5
倍
に
拡
大
し

ま
し
た
。
大
規
模
な
展
覧
会
が

開
催
で
き
る
ほ
か
、
貸
館
と
し

て
も
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

交
流
体
験
館
（
第
2
棟
）
で

は
、
昔
の
衣
装
を
着
た
り
、
道

具
に
触
れ
た
り
す
る
「
歴
史
体

験
ひ
ろ
ば
」、
来
館
者
の
顔
を

読
み
取
り
、
大
名
行
列
の
殿
様

や
か
ら
く
り
人
形
の
顔
に
合
成

し
、
記
念
写
真
が
撮
れ
る
「
な

り
き
り
シ
ョ
ッ
ト
」
な
ど
、
小

さ
な
お
子
さ
ん
も
楽
し
め
る
企

画
が
目
白
押
し
。
さ
ら
に
、
中

庭
に
は
、
全
面
ガ
ラ
ス
張
り
の

「
ほ
っ
と
サ
ロ
ン
」
を
新
設
し
、

し
だ
れ
桜
や
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
赤
レ
ン
ガ

の
建
物
を
眺
め
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
く
つ
ろ
げ
ま
す
。

愛
称
が
決
定

「
い
し
か
わ
赤
レ
ン
ガ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

　

今
回
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機

に
、
赤
レ
ン
ガ
建
物
の
愛
称
を

募
集
。
全
国
か
ら
２
９
０
８
件

の
応
募
が
あ
っ
た
中
で
、「
赤

レ
ン
ガ
」
と
い
う
言
葉
が
最
も

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
い
し

か
わ
赤
レ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
第
３
棟
に
は
、
藩

老
本
多
蔵
品
館
が
移
転
し
、「
加

賀
本
多
博
物
館
」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
、
加

賀
藩
の
筆
頭
家
老
で
あ
り
、
加

賀
八
家
に
数
え
ら
れ
る
本
多
家

に
伝
来
す
る
貴
重
な
品
々
を
間

近
に
見
ら
れ
る
武
家
博
物
館
で

す
。

　

歴
史
博
物
館
と
加
賀
本
多
博

物
館
で
は
、
お
得
な
料
金
で
２

館
に
入
館
で
き
る
共
通
券
を
販

売
し
ま
す
。
魅
力
ア
ッ
プ
し
た

歴
史
・
文
化
の
発
信
拠
点
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

イ ンタ ビ ュ ー

春の特別展＆企画展情報

気軽に足を運べる博物館で
歴史・民俗を再発見してください

InformationInformation

県立歴史博物館館長

藤
ふじい

井 讓
じょうじ

治さん

(常設展) 

　リニューアルした「県立歴史博物館」と「県立美術
館」ではこの春、それぞれ特別展、企画展が開かれま
す。この期間だけの貴重な作品や資料の数々をご覧く
ださい。

【県立歴史博物館】
　 リニューアル記念特別展

「江戸と金沢　
　―北国下街道を歩いた人びと―」
期間：4月17日（金）～5月31日（日）
料金：一般700円、大学生560円、高校生以下無料
内容：参勤交代の様子を描いた加賀藩大名行列図屏風

などを展示し、北国街道を通じた江戸と金沢の
交流をひもときます。

【県立美術館】
　  企画展

「加賀前田家　百万石の名宝
　―尊經閣文庫の名品を中心に―」
期間：4月24日（金）～6月7日（日）
料金：一般1000円、大学生800円、小中高生300円
内容：前田利家が着用した黄金の甲

かっちゅう

冑「金
き ん こ ざ ね し ろ い と す

小札白糸素
懸
がけおどしどうまるぐそく

威胴丸具足」や、江戸時代の工芸技術全般の標
本資料である「百

ひゃっこうひしょう

工比照」など、百万石の名宝の
数々を展示。

▲

加賀藩大名行列図屏風

兼六園の四季折々の魅力と
歴史、名園保全に携わる人々の姿
を、精巧なジオラマ模型と美しい映像

で紹介します。

特別名勝
「兼六園」物語

全面ガラス張りの「ほっとサ
ロン」には、35席を用意。
自動販売機も設置し、だれでも
ゆったりとくつろげるスペースと

して開放します。

ほっとサロン

好きな背景画を選択し、
その登場人物に自分の顔をはめ込

むことができます。
完成した画面をカシャッ。来館
記念の1枚が完成です。

なりきりショット
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森
林
資
源
の
利
用
拡
大
の

重
要
性
を
発
信

　

第
66
回
全
国
植
樹
祭
は
、
こ
れ
ま
で
植
林
を
テ
ー

マ
に
し
て
き
た
植
樹
祭
で
初
め
て
、
森
林
資
源
の
利

活
用
を
盛
り
込
ん
だ
テ
ー
マ
「
木
を
活
か
し　

未
来

へ
届
け
る　

ふ
る
さ
と
の
森
」
を
掲
げ
、「
森
林
資
源

の
積
極
的
な
利
活
用
」
を
通
じ
た
豊
か
な
森
林
づ
く

り
の
重
要
性
を
全
国
に
発
信
す
る
大
会
で
す
。

　

式
典
で
は
、
例
年
天
皇
皇
后
両
陛
下
に
よ
り
行
わ

れ
る
お
手
植
え
・
お
手
播ま

き
の
ほ
か
、
緑
化
功
労
者

等
の
各
種
表

彰
、大
会
宣
言
、

次
期
開
催
県
へ

の
リ
レ
ー
セ
レ

モ
ニ
ー
な
ど
を

行
い
ま
す
。
ま

た
、
式
典
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
、
石
川
県

が
古
く
か
ら
豊

か
な
森
林
資
源

に
恵
ま
れ
、
木

と
と
も
に
生
き

る
心
や
木
を
生

か
す
技
が
、
連

今年5月17日（日）、小松市の木場潟公園を主会場に「第66回全国植樹祭」が
開かれます。全国植樹祭は天皇皇后両陛下ご臨席のもと開催される国土緑化運動の
中心的な行事であり、石川県での開催は32年ぶり2回目。当日は、式典の様子を
ライブ中継するサテライト会場でも全国植樹祭をお楽しみいただけます。

▲林業機械とともに華麗なダンスを披露します

5/17日
開催!

主会場となる小松市
の木場潟公園。木々
や湖に面した親水
空間で、森林資源の
大切さをメッセージ
します

木
場
潟
公
園
を
主
会
場
に
開
催

（
小
松
市
）

10
外

綿
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
姿
を
表
現
し
て
い
く
計
画

で
、お
旅
祭
り
（
小
松
市
）
の
曳ひ
き
や
ま山
を
展
示
す
る
ほ
か
、

現
代
の
林
業
技
術
の
象
徴
で
あ
る
林
業
機
械
に
よ
る

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
行
い
ま
す
。

県
民
参
加
の
全
国
植
樹
祭

　

全
国
植
樹
祭
で
は
、
大
会
当
日
の
記
念
植
樹
に
用

い
る
苗
木
を
ド
ン
グ
リ
か
ら
育
て
て
も
ら
う
ド
ン
グ

リ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
に
多
く
の
個
人
、
団
体
の

方
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
小
松
市
内

の
高
校
６
校
の
吹
奏
楽
部
を
中
心
に
式
典
音
楽
隊
を

編
成
す
る
な
ど
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

県
内
３
カ
所
に

サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
設
置

　

全
国
植
樹
祭
を
、
一
人
で
も
多
く
の
県
民
の
皆
さ

ん
に
体
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、の
と
里
山
空
港
（
輪

島
市
）、
し
い
の
き
迎
賓
館
（
金
沢
市
）、
J
R
小
松

駅
前
の
市
民
公
園
（
小
松
市
）
の
３
カ
所
に
自
由
に

参
加
で
き
る
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
を
設
置
し
ま
す
。

　

各
会
場
で
は
、式
典
の
様
子
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

イ
ン
グ
で
放
映
す
る
ほ
か
、
里
山
里
海
の
恵
み
を
生

か
し
た
県
内
各
地
の
特
産
品
の
飲
食
・
物
販
ブ
ー
ス

や
、
森
林
・
林
業
に
関
す
る
施
策
の
紹
介
、
木
工
体

験
な
ど
多
彩
な
企
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲雪に覆われた白山の「白」、里山の「緑」、木場潟の輝く湖面の「青」が描
く絶景に目を奪われます

　この春、全国植樹祭会場となる木場潟公園中央園地
の対岸、西園地では、新たな展望休憩施設が誕生しま
す。このエリアは、県内の美しい景観を守り伝えてい
くために制定された「いしかわ景観総合条例」で、素
晴らしい白山眺望が広がる「視点場」に位置づけら
れ、木場潟の湖面越しに雄大な姿を見せる白山のパノ
ラマが楽しめます。休憩施設は一面をガラス張りと
し、能登ヒバや南加賀産の杉をふんだんに使い、木製
デッキもしつらえたぬくもりあふれる空間で、四季
折々の自然美をゆったりと観賞できます。

白山と湖面が織りなすパノラマを望む

木場潟公園展望休憩施設が完成

●問い合わせ

第66回全国植樹祭石川県実行委員会事務局
（県農林水産部全国植樹祭推進室内）

TEL . 076（225）1671
ホームページ www.pref.ishikawa.jp/shinrin/syokuzyu/

●問い合わせ

県公園緑地課 ………………… TEL . 076（225）1772

全国植樹祭に期待の声

週末には、よく家族で木場潟公園に出
かけています。植樹祭の当日は、小さ
な子どももいるのでサテライト会場の
小松市市民公園に行って、楽しみたい
と思います。

私たちは、植樹祭でお手播きされるト
チノキの種取りをお手伝いしました。
これからも石川の緑を育てるため、頑
張っていきます。植樹祭が楽しみです。

日本の木や森を大切にする文化はとてもすてき
だと思います。私たちも植樹祭に参加し、当日
の様子をレポートして、協会のホームページな
どで多くの皆さんにお知らせしたいと思います。
植樹祭への参加が待ち遠しいです。

林さんご家族（小松市在住） 白峰地区緑の少年団の皆さん（白山市在住） 石川県国際交流協会  国際交流員の皆さん
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都
会
で
父
親
が
破
産
寸
前
に
な

り
、
家
族
で
夜
逃
げ
の
よ
う
に
能
登

の
漁
村
に
移
っ
て
き
た
小
学
生
の
ヒ

ロ
イ
ン
・
希
。
塩
田
を
営
む
夫
婦
の

家
に
間
借
り
を
す
る
が
、
能
登
で
一

旗
揚
げ
よ
う
と
し
た
父
は
ま
た
も
失

敗
。
母
が
塩
田
で
父
に
代
わ
っ
て
力

仕
事
を
こ
な
し
、
希
と
弟
の
４
人
家

族
を
明
る
く
養
う
。

　

７
年
後
。
高
校
卒
業
を
控
え
た
希

の
就
職
先
は
、
輪
島
市
役
所
。
夢
を

追
っ
て
失
敗
ば
か
り
の
父
を
反
面
教

師
に
地
道
な
仕
事
を
選
ん
だ
の
だ
。

市
役
所
で
の
仕
事
は
、
能
登
へ
の
移

住
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
事
だ
っ

た
。
希
は
夢
を
持
っ
て
能
登
に
来
た

人
々
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
う
ち
に
、
自

分
の
夢
＝
パ
テ
ィ
シ
エ
へ
の
思
い
を

取
り
戻
す
。

あらすじ

「まれ」に出演する個性豊かな登場人物を紹介します♪

12

　石川県の皆さん、こんにちは。連続テレビ小
説「まれ」でヒロインの津村希役を演じる土屋
太鳳です。昨年10月の能登での撮影では多く
の県民の皆さんにご協力いただき、ありがとう
ございました。ロケ中は、よく通った足湯施設で
「希ちゃん、がんばって」と声をかけていただく
など、地元の方ともたくさんふれあうことができ

ました。
　“能登はやさしや土ま
でも”。その言葉通り、「ま
れ」は、やわらかな太陽
の光や温かな人情な
ど、私も感じた能登の
ぬくもりがたくさん込
められた作品です。
皆さんぜひ、放送を
お楽しみください。

ましましましましましましましましままししましま た。た。た。た。た。た。た。たた。た。たたた
““““““能能能能能能能能能能能能能
でもでもでもでもでもでもでもででもでもでももでで ”。”。”。”。”。”。”。””。。。。
れ」れ」れ」れ」れ」れ」れ」れ」れれ」れれ」れ」れれ」ははははははははははははははははははははは
の光の光の光の光の光の光の光の光の光の光のの光のの光光の
どどどどどどどどどどどどどどどど

ぬぬぬぬぬぬぬぬぬ

めめめめめめめめめめめ

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆
おおおおおおおおおお

  

「
も
う
一
度
あ
の
時
の
幸
せ
な
気

持
ち
を
人
に
与
え
た
い
」、
希
は
家

族
の
反
対
を
押
し
切
り
横
浜
の
洋
菓

子
名
門
店
に
弟
子
入
り
志
願
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
帰
り
の
頑
固
パ
テ
ィ
シ
エ

が
作
る
ケ
ー
キ
は
、
か
つ
て
の
想
い

出
の
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
ケ
ー
キ
と
同

じ
味
だ
っ
た
。

　

洋
菓
子
修
業
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
や
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
挑
戦
、

父
と
の
別
れ
、
結
婚
と
仕
事
の
両

立
・
・
・
。
希
は
さ
ま
ざ
ま
な
試
練

を
乗
り
越
え
つ
つ
、
い
つ
し
か
心
の

故
郷
に
な
っ
て
い
た
能
登
に
再
び
帰

り
、
自
分
の
店
と
家
族
を
持
つ
決
心

を
す
る
。

津村家が間借りする桶作家の家業
は、揚げ浜式製塩。道の駅すず塩田
村（珠洲市清水町）では、5月～9月ま
で、希や母の藍子なども汗を流した塩
作りを体験できます。（要予約）

物語の舞台は架空の外浦村。竹の囲
いで日本海からの強い風を防ぐ「間
垣」が印象的に描かれています。輪島
市上大沢町では、冬場、間垣の町並み
をご覧いただけます。

ドラマでは、希が同級生とともに参加
する輪島大祭をエキストラ550人で再現
しています。実際の輪島大祭は8月22
日～25日に開催。大迫力を体感してく
ださい。

働き者の母を助けるため、希は輪島の
朝市で売り子として働くことも。能登の
人情とふれあえる朝市は、第2・4水曜
を除く朝8時～正午ごろまで開いてい
ます。

揚げ浜塩田

間
ま

垣
がき

輪島大祭

輪島の朝市

ドラマに登場する“能登”へ行ってみよう

大好きな能登の

魅力がたっぷり
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優
勝
パ
レ
ー
ド
の

盛
り
上
が
り
に
驚
き

　

星
稜
高
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
全
国

制
覇
は
、
県
民
に
と
っ
て
も
ビ
ッ

グ
ニ
ュ
ー
ス
で
、
優
勝
後
に
開

か
れ
た
祝
賀
パ
レ
ー
ド
に
は
約

４
万
５
０
０
０
人
も
の
方
が
駆
け

つ
け
ま
し
た
。「
実
は
人
が
集
ま
っ

て
く
れ
る
か
ど
う
か
心
配
で
し
た

（
笑
）。
パ
レ
ー
ド
を
経
験
し
、
こ
れ

だ
け
多
く
の
方
に
応
援
し
て
も
ら
っ

て
い
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」と
、

鈴
木
前
主
将
は
振
り
返
り
ま
す
。

　

優
勝
を
成
し
遂
げ
た
原
動
力
を
尋

ね
る
と
、「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、

メ
ン
バ
ー
に
個
性
派
が
集
ま
る
チ
ー

ム
は
、
大
会
直
前
ま
で
は
ま
と
ま
り

を
欠
く
こ
と
が
多
か
っ
た
と
言
い
ま

す
。そ
ん
な
中
、鈴
木
前
主
将
は
、昨

年
の
選
手
権
を
経
験
し
た
３
年
生
を

中
心
に
話
し
合
い
、
結
束
す
る
意
義

を
訴
え
、
チ
ー
ム
の
団
結
を
固
め
て

い
き
ま
し
た
。

　
「
昨
年
、準
優
勝
し
た
チ
ー
ム
も
団

結
力
が
武
器
で
し
た
。
全
国
で
戦
う

に
は
チ
ー
ム
の
和
が
不
可
欠
だ
と
感

じ
ま
し
た
」と
、鈴
木
前
主
将
は
話
し

ま
す
。

　

結
束
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

つ
か
ん
だ
全
国
制
覇
か
ら
2
カ
月
、

星
稜
高
校
で
は
新
チ
ー
ム
が
全
国

の
舞
台
に
向
け
て
厳
し
い
練
習
に
励

み
、
優
勝
を
け
ん
引
し
た
３
年
生
も

新
た
な
進
路
に
踏
み
だ
そ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　
「
最
高
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
3
年

間
、
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
ま
し
た
。
ど

ん
な
道
に
進
ん
で
も
、
み
ん
な
に
は

目
標
を
持
ち
続
け
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
ほ
し
い
」。

　

こ
う
話
す
鈴
木
前
主
将
は
、
プ
ロ

を
目
指
し
て
４
月
か
ら
は
大
学
サ
ッ

カ
ー
の
強
豪
に
進
み
ま
す
。
星
稜
イ

レ
ブ
ン
の
こ
れ
か
ら
の
飛
躍
に
も
、

注
目
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

星稜高校サッカー部は県内随一の実績を誇
り、全国高校サッカー選手権には16年連続
25回出場。日本代表として今年のアジア
カップに出場した本田圭佑選手や豊田陽平
選手など、同校サッカー部から数多くのプ
ロ選手が誕生しています。

今
年
１
月
に
開
か
れ
た
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
で
、
星
稜
高

校
（
金
沢
市
）
が
県
勢
初
の
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
こ

の
優
勝
を
機
に
県
が
創
設
し
た
「
県
ス
ポ
ー
ツ
特
別
賞
」
を
受
賞

し
た
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
の
鈴
木
大た

い
せ
い誠
前
主
将
に
、
優
勝
の
原
動
力

や
今
後
の
目
標
を
聞
き
ま
し
た
。

FILE.05

チームワークが優勝のカギ
県民からの熱い応援にも感謝

1月24日には金沢市武蔵ヶ辻から
香林坊までをパレード

谷本知事から県スポーツ
特別賞を授与

鈴木大誠前主将

悲願の全国制覇にわく
星稜イレブン

（写真提供 /北國新聞社）          

星稜高校サッカー部
（金沢市）

1月24日には金沢市武蔵ヶ辻から

14

2014年のラ・フォル・ジュルネ金沢の様子

公演や出演者などの最新情報は
ホームページをチェック

今年もゴールデンウイークに、

クラシック音楽の祭典「ラ・フォ

ル・ジュルネ金沢2015」を開催し

ます。華やかなバロック音楽を

特集し、バッハやヘンデル、ヴィ

ヴァルディといった巨匠たちの作

品を中心に約170公

演を企画。石川県立

音楽堂や金沢市アー

トホールなどを舞台

に、一流の音楽家た

ちが奏でる世界に酔

いしれてください。

　北陸新幹線開業記念となる今回は、現在のクラ

シック音楽界をリードするような音楽家が金沢に集

結します。このときだけの豪華な競演も目白押し。

エキサイティングなコンサートの数々を、お好みの

組み合わせでぜいたくに楽しめます。また、加賀・

能登地区の名勝地などを会場とした「名勝の響 ク

ラシックコンサート」を開催します。

一流アーティストが一流アーティストが
金沢に集結！金沢に集結！

　　　

東京フィルハーモニー交響楽団

※各公演で内容が異なります。

4.28 5.5 火祝火

5.3 日祝 5.5 火祝
4.29 水祝オープニング公演

本公演

会場：石川県立音楽堂ほか

パシオン・バロック   ～バッハ・ヘンデル・ヴィヴァルディ～

日本最古の歴史を誇るオーケストラ「東京フィ
ルハーモニー交響楽団」がラ・フォル・ジュ
ルネ金沢に初登場。指揮は東京フィル桂

けいかん
冠名

誉指揮のチョン・ミョンフンさんが務めます。

　● 出　演 ／ 東京フィルハーモニー交響楽団（指揮：チョン・ミョンフン）
● 演奏曲 ／ モーツァルト：ピアノ協奏曲第23番イ長調 ほか
● 料　金 ／ 各公演ともS：3000円、A：2500円

表現の雄弁さ、多彩なレトリック、そして洗練されたハー
モニーで、イタリア古楽界に新しいスタイルを確立した“ラ・
ヴェネクシアーナ” が登場します。

　● 出　演 ／ ラ・ヴェネクシアーナ（指揮：クラウディオ・カヴィーナ）
● 演奏曲 ／ モンテヴェルディ：今や天と地と風が黙し ほか
● 料　金 ／ S：2500円、A：2000円

御
み き

喜美江さんは、クラシックアコーディオンの第一人者とし
て幅広い支持を得ています。　

● 出　演 ／ 御喜美江
● 演奏曲 ／ スカルラッティ：ソナタハ長調K.159ほか
● 料　金 ／ 1500 円

東京フィルが初出演

イタリアの精鋭古楽グループ

クラシックアコーディオンの世界的奏者

■5/5（火・祝） 
第1回 12：30 ～13：15   

県立音楽堂コンサートホール

■5/4（月・祝） 18：30 ～19：15
   
県立音楽堂コンサートホール

■5/5（火・祝） 11：15～12：00
   
県立音楽堂邦楽ホール

御喜美江©Marco Borggreve

ラ・ヴェネクシアーナ

北陸新幹線開業記念

第2回15：00 ～15：45

名勝の響 
クラシックコンサート

会場・開催日
   白
しろよね

米千枚田（輪島市 5/2予定）
   見附島（珠洲市 5/4）
   片山津温泉 芸

げ い ぎ

妓検番（加賀市 5/2）
   山中温泉 芭蕉の館（加賀市5/2）

15



環境保護のため、大豆インクを使用しています。紙は資源です。リサイクルしましょう。
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地
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石
川
県
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ペ
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ジ

w
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w
.pref.ishikaw

a.lg.jp/

県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

観光列車「のと里山里海号」
運行スタート！

　4月29日（水・祝）、のと鉄道では、観光列車「のと里山里海号」が運行を開始します。
観光列車は、土・日・祝日など年間150日程度運行する「ゆったりコース」と、平日にも気
軽に楽しめる「カジュアルコース」を設定。能登の天然素材や伝統的工芸品などをあし
らったぬくもりある列車で、車窓に広がる世界農業遺産に認定された里山里海の景観を
眺めながら、能登の小トリップをお楽しみください。

4／29
水・祝

●料金：1500円（小人1000円）
   飲食付
   プラン

●発売方法：インターネット、電話または
　穴水駅にて、乗車日の1カ月前から予約受付開始

●料金：乗車区間運賃＋整理券300円
※自由席、予約不要（定員あり）

車両2両1編成でビュースポットなどをゆったり
走り、専任のアテンダントがおもてなしします。
さらに、一部の列車では能登の旬のスイーツや地
酒などを味わえるお楽しみプランもあります。

● ゆったりコース 〈土・日・祝日、夏休み／1日5本運行〉

※全席指定・予約制

定期の普通列車に車両1両を増結し、
運行します。専任のアテンダントも乗車
します。

● カジュアルコース 〈平日（水曜を除く）／1日6本運行〉

■ 予約・問い合わせ　　　　　　　のと鉄道観光列車予約センター／TEL 0768（52）2300　　　　　　　www.nototetsu.co.jp/

七尾発 和倉温泉発 穴水着
9:01 9:08 → 10:12
12:22 12:29 → 13:35
15:33 15:45 → 16:46

七尾発 穴水着
9:03 → 9:48
13:13 → 13:54
16:23 → 17:06

穴水発 七尾着
7:59 → 8:40
12:02 → 12:44
15:12 → 15:51

穴水発 和倉温泉着 七尾着
10:47 → 11:56 12:02
14:14 → 15:11 15:17

●運行時刻（下り） ●運行時刻（下り）

●運行時刻（上り）
●運行時刻（上り）■スイーツプラン／3000円（小人2500円）

 ［七尾9：01発、穴水14：14発］
■ほろ酔いプラン／3500円
 ［七尾15：33発　※土曜のみ］

3/29（日）予約受付開始


